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　　　　　　　　は、
血中濃度の1.7倍が肺胞表面を
覆っているから優れた臨床効果
を発揮します。
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マルボシルは
肺胞までしっかり届きます。

肺炎が起きているのは肺の中の肺胞です

マルボフロキサシンが肺胞の表面を覆い、感染の広がりを防ぎます

感染の広がり
■細菌性肺炎

感染が蔓延

感染している肺胞

=マルボフロキサシン

扁 桃

No.8

　　　　　　　 は、
扁桃内に高濃度に
分布します。

マルボフロキサシン血漿中濃度の
推移については裏面②に記載。

肺炎の主な原因菌は
　　扁桃に潜んでいます。

マルボフロキサシン筋肉内注射
24時間後における豚扁桃内の分布

0

4mg/kg
48hr.間隔2回i.m.
N=10頭

2mg/kg
24hr.間隔3回i.m.
N=10頭

無処置対照群
N=10頭

0.2 0.4
マルボフロキサシンの組織（血清）内濃度［μg/mL（g）］

0.6 0.8

C.Vilalta et. al., J.Vet.Pharmacol.Therap.（2010）
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多くの病原体は扁桃に定着し (裏面①に記載)、
弱った豚から感染が拡大してしまいます。1）2）

■豚の扁桃

血清中濃度の 2.92 倍分布

血清中濃度の 3.13 倍分布

扁桃の
病原体
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Actinobacillus pleuropneumoniae （App） 2）、3）

Pasteurella multocida 3）

Erysipelothrix rhusiopathiae（豚丹毒菌） 3）

Streptococcus suis（レンサ球菌） 3）

Haemophilus parasuis （グレーサー病）3)

Arcanobacterium pyogenes 3)

Salmonella spp. 3)

毒素原性Escherichia coli 4)

PRRSウイルス 3)

PCV2ウイルス（サーコウイルス） 3) 

①動物の扁桃に定着している病原体

②豚へのマルボシル2mg/kg筋肉内注射後における血漿中濃度の推移
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